
弓 道 な が の（1）長野県弓道連盟広報 第 74 号2020年（令和２年） 7月 10 日

第 74 号
発行：長野県弓道連盟
	 会長　外薗公毅
	 〒 399—4117
	 駒ヶ根市赤穂10214-4
	 TEL0265（83）5206
編集：県弓連広報部
印刷：㈱成進社印刷

巻
頭
言

現
在
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
影
響
が
全
国
的

に
広
が
っ
て
い
ま 

す
。
そ
の
為
当
長

野
県
弓
道
連
盟

の
令
和
二
年
度
の

行
事
は
開
催
さ
れ
ず
全
く
進
ん
で
お
り
ま
せ

ん
。五

月
二
十
一
日
現
在
全
国
の
感
染
者
数

１
万
７
１
９
５
人
、
死
亡
者
数
８
１
２
人
、

幸
い
に
長
野
県
内
に
死
亡
者
が
出
て
い
な
い

事
に
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
先
ど
の

よ
う
に
終
息
す
る
の
か
早
く
元
通
り
の
生
活

に
戻
る
事
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

三
月
頃
よ
り
審
査
前
講
習
会
や
審
査
会

も
中
止
と
な
り
、
更
に
日
弓
連
か
ら
は
九

月
ま
で
の
行
事
中
止
の
メ
ー
ル
が
届
き
全

く
先
が
読
め
ま
せ
ん
。
県
内
各
地
の
弓
道

場
の
閉
鎖
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
事
で
過
去
の［
弓
道
な
が
の
］を
読
み
返

す
機
会
が
あ
り
、
平
成
十
六
年
第
十
号
で

副
会
長
を
さ
れ
て
い
た
栗
林
實
先
生
の［
忍

耐
］が
目
に
留
ま
り
、
そ
の
一
説
に
は
、
故 

武
田
豊
先
生（
当
時
新
日
鐵
社
長
）に
軽
井

沢
の
依
田
礼
之
助
先
生
の
別
荘
に
御
指
導

に
お
伺
い
し
た
時
の
話
で
す
。
は
じ
め
に

武
田
豊
先
生
は
栗
林
實
先
生
に「
一
手
引
く

か
ら
見
て
い
な
さ
い
」と
言
わ
れ
拝
見
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
射
は
二
十
秒
以
上
保
っ

て
延
び
合
っ
て
見
事
束
中
さ
れ
た
と
の
事

で
す
。
そ
の
会
の
深
さ
、
澄
ま
し
の
深
さ

に
感
動
し
、
暫
く
は
身
動
き
も
で
き
な
か
っ

た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
弓
道
を
学
ぶ
も

の
は
保
ち
を
長
く
し
て
忍
耐
力
を
養
う
事

が
最
も
大
切
な
事
で
あ
り
、
人
生
の
要
に

成
る
事
で
あ
る
と
解
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。

教
本
の
一
一
九
ペ
ー
ジ
に
、『
会
は
心
理

的
に
は
不
動
心
の
連
続
で
あ
り
、
的
に
対
す

る
執
着
心
や
欲
望
、
雑
念
、
を
去
り
、
正
し

い
信
念
に
も
と
づ
き
克
己
、
冷
静
、
忍
耐
、

決
断
力
等
の
心
気
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
疑
い
、
不
安
、
弱
気
、
恐
怖
、
卑
下
感

等
の
陰
性
を
払
拭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
修
練
は
射
即
人
生
に
つ
な
が
る
大
切
な

道
で
あ
る
』と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
修
得
す
る
の
は
至
難
の
こ
と
で

は
あ
る
が
、
武
田
豊
先
生
の
教
え
の
通
り
忍

耐
が
基
本
で
あ
る
と
思
う
。
十
秒
以
上
保
て

ば
誰
で
も
無
欲
無
心
の
射
に
到
達
で
き
る
可

能
性
は
大
で
あ
る
。
射
即
人
生
の
基
礎
は
忍

耐
で
あ
り
、
家
内
安
全
夫
婦
円
満
の
秘
訣
で

あ
る
と
思
う
。

［
弓
道
な
が
の
］第
十
号 

長
野
県
弓
道
連
盟 

副
会
長
　
栗
林
實
先
生
　
文
よ
り

感
謝
の
心（
気
持
）

各
々
弓
道
人
と
し
て
目
標
に
向
か
い
精
進

し
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。
先
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｔ

Ｖ『
あ
の
人
に
会
い
た
い
』の
中
で
元
横
綱
琴

櫻
が「
弟
子
に
対
し
て
現
代
の
子
は
昔
の
よ

う
な
稽
古
、
言
葉
使
い
で
は
皆
や
め
て
し
ま

う
。
勝
負
の
世
界（
相
撲
）で
は
全
部
が
強
く

な
る
わ
け
で
は
な
い
。
出
世
で
き
な
く
て
も

世
の
中
に
通
用
す
る
人
間
を
育
て
た
い
」。

ま
さ
し
く
弓
道
修
行
と
相
通
ず
る
と
こ
ろ
が

あ
る
と
思
い
共
感
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

段
位
も
進
め
ば
更
に
苦
労
や
悩
み
、
迷
い

も
あ
り
そ
の
壁
を
乗
り
越
え
る
事
は
並
大
抵

な
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
指
導
い
た
だ
く
先

生
方
、
弓
友
の
仲
間
達
、
何
よ
り
家
族
の
支

え
、
理
解
が
大
き
な
力
で
あ
る
事
は
確
か
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

弓
を
引
け
る
幸
せ
を
感
じ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
早
期
終
息
を
願
っ
て
い
ま

す
。

�

令
和
二
年
五
月
二
十
四
日

長
野
県
弓
道
連
盟
副
会
長　

奥 

山　

誠 

治

忍
耐
と
感
謝

蟇目　－善光寺弓道場にて－



（2）長野県弓道連盟広報弓 道 な が の第 74 号2020年（令和２年） 7月 10 日

四
月
二
十
一
日
に
荒
川
広
報
部
長
よ
り
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
県
弓
連
の
対
応

な
ど
に
つい
て
の
原
稿
を
依
頼
さ
れ
た
。そ
の
頃

は
感
染
者
数
も
ピ
ー
ク
の
頃
で
あ
り
、
四
月
初

め
に
三
千
人
だ
っ
た
の
が
一
万
人
を
超
え
て
い

た
。全
弓
連
の
行
事
も
次
か
ら
次
へ
と
中
止
や

延
期
の
措
置
指
令
が
出
さ
れ
、対
応
に
翻
弄
さ

れ
て
原
稿
ど
こ
ろ
で
は
な
い
時
期
で
あ
っ
た
。荒

川
部
長
に
い
つ
も「
弓
道
な
が
の
」は
県
弓
連
の

記
録
史
と
し
て
の
使
命
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る

手
前
、
こ
の
歴
史
的
な
緊
急
事

態
を
県
弓
連
の
史
実
と
し
て
残

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

引
き
受
け
た
。

全
弓
連
よ
り
五
月
末
ま
で
の

各
種
行
事
の
中
止
及
び
延
期
の

措
置
対
応
が
出
さ
れ
て
い
た
の

で
、
十
九
日
に
臨
時
常
任
理
事

会
を
開
催
し
、
六
月
以
降
の
計

画
の
見
直
し
を
予
定
し
て
い
た
。十
六
日
に
全

都
道
府
県
対
象
に
緊
急
事
態
宣
言
が
拡
大
さ

れ
、
そ
れ
も
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。こ
こ

に
き
て
令
和
二
年
度
事
業
計
画
書
の
印
刷
・
発

行
の
時
機
を
逸
し
て
し
ま
っ
た
。四
月
末
の
Ｇ

Ｗ
前
に
は
全
弓
連
か
ら
何
ら
か
の
指
令
が
出
さ

れ
る
だ
ろ
う
か
ら
そ
れ
を
待
っ
て
印
刷
に
出
す

こ
と
と
し
た
。四
月
二
十
八
日
に
六
月
～
九
月

弓道合宿予約随時受付中！
野辺山洗心弓道場

近的道場　18人立１ヶ所（床暖房完備）
　　　　　12人立２ヶ所
遠的道場　１ヶ所

帝産ロッヂ
〒 384-1305
長野県南佐久郡南牧村野辺山 1003
HP：http://www.teisanlodge.com/

ご予約・お問い合わせは　0267−98−2861

の
全
弓
連
主
催
行
事
の
中
止
が
発
表
さ
れ
た
。

同
時
に
九
月
中
ま
で
に
予
定
さ
れ
て
い
る
連
合

会
、
地
連
審
査
会
も
全
て
中
止
と
な
っ
た
。ま

た
全
日
本
勤
労
者
選
手
権
大
会
の
中
止
に
続

い
て
高
校
総
体
、
大
学
選
抜
、
中
学
生
の
全
国

大
会
が
中
止
に
な
っ
た
。こ
の
原
稿
の
締
め
切

り
の
五
月
二
十
四
日
ま
で
に
は
国
体
、
全
日
本

近
的
・
遠
的
選
手
権
大
会
の
動
向
は
分
か
り
そ

う
に
な
い
が
、
五
月
二
十
一
日
に
近
畿
三
府
県

の
緊
急
事
態
が
解
除
に
な
っ
た
。二
十
五
日
に

は
東
京
都
も
緊
急
事
態
宣
言

解
除
の
意
向
で
あ
る
。そ
う

な
る
と
こ
の
号
が
発
行
さ
れ

る
七
月
に
は
動
向
が
は
っ
き

り
と
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

二
月
二
十
七
日
富
山
県
で

北
信
越
連
合
会
の
役
員
会
が

あ
り
、
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
全

弓
連
の
新
体
制
役
員
と
の
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
が
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、感
染
予
防
の

た
め
全
弓
連
の
方
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
が
入
っ
た
。

そ
の
頃
は
コ
ロ
ナ
の
怖
さ
を
さ
ほ
ど
深
刻
に
受

け
止
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
、い
い
機
会
だ
っ
た
の

に
と
腹
立
ち
さ
え
覚
え
た
も
の
だ
。し
か
し
、

会
議
の
最
中
に
全
国
の
学
校
に
休
校
要
請
の

情
報
が
入
っ
て
き
た
。既
に
三
月
に
審
査
会
な

ど
の
行
事
を
予
定
し
て
い
た
地
連
は
会
議
ど
こ

ろ
で
は
な
い
と
い
う
様
子
だ
っ
た
。

三
月
に
入
っ
て
春
の
高
校
選
抜
大
会
の
中

止
、
大
相
撲
春
場
所
の
無
観
客
で
の
実
施
、
更

に
東
京
五
輪
２
０
２
０
大
会
延
期
の
発
表
が

あ
り
、
三
月
末
に
は
志
村
け
ん
さ
ん
が
新
型
コ

ロ
ナ
肺
炎
で
死
去
に
至
っ
て
他
人
事
で
な
く
間

違
い
な
く
緊
急
事
態
で
あ
る
こ
と
を
認
識
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
。

人
類
の
歴
史
は
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
の
歴

史
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
世
界
を
震
撼
さ
せ

た
感
染
症
と
し
て
我
々
が
耳
に
し
た
の
は
、

一
七
二
〇
年
前
後
の
ペ
ス
ト
、
一
八
二
〇
年
前

後
の
コ
レ
ラ
、一
九
二
〇
年
前
後
に
猛
威
を
振
る

い
、
長
野
県
内
だ
け
で
も
約
一
万
三
千
人
が
死

亡
し
た
ス
ペ
イ
ン
風
邪
、
そ
し
て
二
〇
二
〇
年
の

今
回
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
奇
し
く
も
百
年
周
期

で
発
生
し
て
い
る
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

病
気
名
称
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ（
コ
ヴ
ィ
ッ
ド
）-

19

（Coronavirus D
isease 2019　

二
〇
一
九

年
に
確
認
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
病

気
）と
い
う
こ
と
を
二
十
一
日
夜
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｖ

の
八
時
か
ら
の
番
組
で
初
め
て
知
っ
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
学
術
的
な
こ
と

は
専
門
家
に
任
せ
る
こ
と
と
し
て
、
こ
の
四
、五

カ
月
の
間
に
メ
デ
ィ
ア
が
盛
ん
に
社
会
に
発
信

し
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
係
の
カ
タ
カ
ナ
語
、
聞

き
な
れ
な
い
お
か
し
な
日
本
語
を
挙
げ
て
み
た

い
。ま
た
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
川
柳
で
コ

ヴ
ィッ
ト
の
頃
の
市
井
の
声
、世
相
を
表
し
た
も

の
を『
』書
き
し
て
、後
世
に
残
し
た
い
。

画像提供：国立感染症研究所

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ--

1919
と
呼
ば
れ
た
頃

と
呼
ば
れ
た
頃
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長
野
県
弓
道
連
盟
会
長

長
野
県
弓
道
連
盟
会
長
　
外
　
外  

薗
　
公

薗
　
公  

毅毅
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ク
ラ
ス
タ
ー
（
感
染
者
集
団
）、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

（
感
染
症
の
世
界
的
な
大
流
行
）、
オ
ー
バ
ー

シ
ュ
ー
ト（
爆
発
的
感
染
者
の
急
増
）、
ロッ
ク
ダ

ウ
ン（
都
市
・
店
舗
封
鎖
、外
出
自
粛
）、オ
ン
ラ

イ
ン（
Ｐ
Ｃ
、
ス
マ
ホ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な

げ
て
会
議
、
授
業
、
帰
省
を
す
る
）『
テ
レ
な
が

ら
画
面
に
し
ゃ
べ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
』。テ
レ
ワ
ー

ク（
在
宅
勤
務
、
全
弓
連
事
務
局
も
二
十
三

日
現
在
ま
だ
そ
う
で
あ
る
）。ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー

（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
ウ
ォ
ー
ク
ス
ル
ー
も
あ
り
）。

テ
イ
ク
ア
ウ
ト（
お
持
ち
帰
り
）。ス
テ
イ
ホ
ー

ム（
蟄ち
っ

居き
ょ

、籠ろ
う

城じ
ょ
う、お

う
ち
で
ね
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
は
な
い
）。東
京
ア
ラ
ー
ト（
小
池
都
知
事
発

言
、緊
急
事
態
解
除
後
の
緩
和
に
７
つ
の
指
標
、

基
準
超
え
れ
ば
警
報
）。年
寄
り
は
話
の
途
中

で
カ
タ
カ
ナ
語
が
入
っ
て
く
る
と
理
解
が
追
い

付
か
な
く
な
る
。フ
ィ
ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
＝

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス（
社
会
的
距
離
、人
と

人
と
の
距
離
を
保
つ
行
動
、
３
密
回
避
）。ア
ベ

ノ
リ
ス
ク（
後
手
後
手
、見
極
め
の
甘
さ
）。３
密

（
密
閉
、
密
集
、
密
接
）。発
出（
緊
急
事
態
宣

言
を
発
出
首
相
）日
本
語
か
い
？
『
八
十
路
越

え「
発
出
」覚
え
た
不
幸
に
も
』。前
広（
九
月

入
学
を
前
広
に
検
討
首
相
）『
後
手
後
手
の
旦

那
の
た
ま
う「
前
広
」と
』マエ
ビ
ロ
あ
ま
り
品
の

い
い
言
葉
じ
ゃ
な
い
な
。新
生
活
様
式（
長
丁
場

を
想
定
し
た
感
染
対
策
）。『
マ
ス
ク
し
て
メ
シ

食
う
技
を
見
せ
て
く
れ
』。

何
と
言
って
も
話
題
に
な
っ
た
の
は
マ
ス
ク
、い

ま
だ
店
頭
で
は
手
に
入
ら
な
い
。手
作
り
の
マ

ス
ク
を
し
て
い
る
人
を
た
く
さ
ん
見
受
け
た
。

川
柳
も
マ
ス
ク

関
係
が
一
番
多

か
っ
た
。ア
ベ
ノ
マ

ス
ク（
給
食
担

当
、
ア
ゴ
丸
出

し
、
一
戸
に
二

枚
配
布　

五
月

二
十
三
日
現
在
ま
だ
届
い
て
い
な
い
）『
宣
言
の

前
に
ア
ゴ
を
出
す
頼
り
な
さ
』『
布
マ
ス
ク
変
え

ら
れ
な
い
か
前
広
に
』『
マ
ス
ク
の
値
暴
落
す
る

頃
届
く
か
な
』。ユ
リ
コ
ノ
マ
ス
ク（
で
か
ッ
、
色
の

白
い
は
七
難
隠
す
と
い
う
が
こ
れ
は
八
難
隠
す
）

『
映
え
る
け
ど
ユ
リ
コ
の
マ
ス
ク
高
そ
う
ね
』。

最
後
に
、
賭
け
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
こ
の
緊
急
時
に

黒
川
前
検
事
長
、『
賭
け
マ
ー
ジ
ャ
ン
許
可
法
案

は
間
に
合
わ
ず
』「
余
人
を
も
って
代
え
が
た
い

人
物
」と
首
相
、
そ
り
ゃ
そ
う
だ
こ
ん
な
人
は

他
に
い
な
い
。見
識
が
疑
わ
れ
る
。

長
野
県
も
新
し
い
感
染
者
が
発
生
し
な
い

日
が
十
日
以
上
続
い
て
い
る
。こ
の
ま
ま
終
息

し
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。極
め
付
き
は

岩
手
県
、『
自
県
よ
り
岩
手
の
数
を
ま
ず
確

認
』。長

野
県
の
緊
急
事
態
宣
言
は
十
四
日
に
解

除
さ
れ
、
弓
道
場
も
全
部
で
は
な
い
が
条
件
付

き
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。気
の
緩
み

か
ら
の
ぶ
り
返
し
を
怖
れ
ま
す
。『
リ
バ
ウ
ン
ド

が
怖
い
コ
ロ
ナ
と
ダ
イ
エッ
ト
』。各
人
が
愚
か
な

行
動
を
自
粛
し
、「
新
た
な
生
活
様
式
」の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
よ
く
認
識
し
て
、
こ
の
事
態
を
乗

り
切
り
た
い
も
の
で
す
。

私 

と 

弓 

道

中
高
支
部　

五
段　

清
水 

み
つ
子

私
が
弓
道
と
出
会
っ
た
の
は
、
十
二
年

程
前
自
分
の
時
間
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
何

か
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
た
頃
、
市
の
催

し
で
行
わ
れ
た
、「
初
心
者
教
室
」で
し

た
。
一
度
目
は
、
そ
れ
で
終
わ
っ
た
も
の

の
、
ご
近
所
に
お
住
い
の
錬
士
六
段
の
方

に
又
、
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
再
び
始

め
た
の
が
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
先
生
方

は
、
何
度
も
同
じ
事
を
聞
く
私
に
、
い
や

な
顔
も
せ
ず
、
そ
の
つ
ど
丁
寧
に
指
導
し

て
下
さ
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
な
か
な
か

で
き
な
い
の
で
す
が
…
。

足
踏
み
を
気
に
し
て
い
た
ら
、
打
起
し

が
気
に
な
り
、
打
起
し
を
気
に
し
て
い
た

ら
、
手
の
内
が
…
と
、
次
か
ら
次
に
問
題

点
が
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
、
綺
麗
な
射
が

身
に
付
く
の
か
と
、
思
い
悩
み
な
が
ら

練
習
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
弓
道
を
通
し
て
知
り
合
え
た

方
々
。
年
齢
や
性
格
を
超
え
て
、
様
々

な
事
を
話
せ
る
友
人
も
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
幸
運
に
も
、
先
生
方
や
仲
間
に
恵

ま
れ
、
弓
を
通
し
色
々
な
事
を
考
え
、

悩
み
、
ゆ
っ
く
り
成
長
し
、
心
が
豊
か

に
な
っ
て
い
け
る
の
か
な
、
と
思
い
ま

す
。弓

道
は
弓
を
射
る
だ
け
で
な
く
、
人

生
や
生
活
に
も
関
わ
っ
て
く
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

練
習
、
審
査
も
ま
ま
な
ら
な
い
こ
の

頃
、
こ
の『
弓
道
な
が
の
』が
発
行
さ
れ

る
頃
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

終
息
し
て
、
弓
道
の
仲
間
と
又
、
切
磋

琢
磨
し
、
美
し
い
射
に
少
し
で
も
近
づ

け
る
よ
う
、
日
々
修
練
し
て
い
け
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
事

を
願
っ
て
い
ま
す
。

枯
れ
た
よ
う
に
見

え
た
樹
木
の
枝
に
、

新
緑
が
芽
吹
き
出
し

た
よ
う
に
、
気
持
ち

も
新
た
に
、
上
を
向

い
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

ホカゾノマスク
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雲
ひ
と
つ
な
く
澄
ん
だ
三
月
二
十
六

日
、
佐
久
市
猿
久
保
に
完
成
し
た
県
立
武

道
館
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
か
ら
当
初
予
定
さ
れ
た
武
道
団

体
に
よ
る
模
範
演
武
や
武
道
体
験
会
な
ど

を
延
期
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
み
行
わ

れ
、
長
野
県
、
佐
久
市
、
武
道
団
体
か
ら

三
十
七
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

武
道
館
は
浅
間
山
を
北
に
望
む
と
こ
ろ

に
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
大
屋
根
が
こ

の
自
然
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
で
屋
根
は
鉄
骨
と
木
材
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
。
南
に
大
き
く
伸
び

た
キ
ャ
ノ
ピ
ー
内
に
一
階
、
二
階
の
玄
関

が
あ
り
、
二
階
へ
は
階
段
か
ス
ロ
ー
プ
を

使
い
、
そ
こ
か
ら
主
道
場
の
観
覧
席
に
入

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
は
右
側

の
壁
に
弓
道
を
は
じ
め
各
武
道
団
体
の
案

内
パ
ネ
ル
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
右
側

に
は
武
道
関
係
書
籍
や
展
示
品
が
並
べ
ら

れ
、
弓
道
関
係
の
書
籍
も
現
在
販
売
さ
れ

長
野
県
立

長
野
県
立

��
武
道
館

武
道
館  

開
館
開
館

��

長
野
県
弓
道
連
盟

長
野
県
弓
道
連
盟  
理
事
長

理
事
長　

湯
澤

　

湯
澤  

秀
雄
秀
雄
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て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
収
蔵
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
か
ら

右
に
主
道
場
が
あ
り
ま
す
。
約
四
十
メ
ー

ト
ル
×
五
十
メ
ー
ト
ル
、
赤
松
の
床
、
落

葉
松
の
壁
、
写
真
の
よ
う
に
鉄
骨
と
木
材

を
組
み
合
わ
せ
た『
屋
根
架
構
が
現
し
』と

な
っ
て
い
て
、
構
造
的
な
美
し
さ
が
あ
り

ま
す
。
周
り
に
更
衣
室
、
ト
イ
レ
、
機
械

室
等
が
あ
り
、
そ
の
上
部
が
二
階
千
五
百

席
の
観
覧
席
と
な
っ
て
い
ま
す
。
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
左
手
前
に
剣
道
場
、
奥
に

柔
道
場
、
両
道
場
の
間
の
中
庭
は
デ
ッ
キ

と
な
っ
て
い
て
屋
外
で
太
極
拳
な
ど
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

内
装
に
は
長
野
県
産
の
赤
松
、
落
葉
松
、

杉
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
て
、
や
わ

ら
か
で
落
ち
着
い
た
、
温
か
み
の
あ
る
空

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
書
家
の
石

飛
博
光
先
生
の
書
が
飾
ら
れ
て
、
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
若
山
牧
水
の「
若
た
け

の
伸
び
ゆ
く
ご
と
く
…
」、
主
道
場
の
浅
間

山
を
望
む
窓
上
に
は「
獨
坐
大
雄
峰
」、
剣

道
場
は「
看
脚
下
」、
柔
道
場
は「
登
龍
門
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
書
体
が
違

い
、
そ
の
言
葉
の
意
味
も
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
す
。

残
念
な
こ
と
は
、
道
場
規
模
に
対
し
て

会
議
室
等
の
狭
さ
を
感
じ
た
こ
と
と
、
弓

道
場
が
な
い
こ
と
で
す
。
今
後
は
ぜ
ひ
多

目
的
広
場
等
に
佐
久
市
営
弓
道
場
を
造
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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事
務
局

先
日
皆
様
の
お
手
元
に
、
お
配
り
い
た
し
ま

し
た
事
業
計
画
は
、
斜
線
の
あ
る
行
事
は
中
止

が
決
定
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
以
外
は
要
項
に

変
更
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
募
集
な
ど
、
各
支
部
ご
準

備
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

し
た
が
、
全
弓
連
か
ら

「
会
報
」が
発
行
さ
れ
ま

し
た
。
全
弓
連
の
運
営

や
取
り
組
み
、
委
員
会

活
動
の
報
告
、
各
省
庁

か
ら
の
通
達
な
ど
が
掲

載
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

掲
載
さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
よ
り
ご
登
録
い

た
だ
い
て
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

競
技
部

既
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
記
載
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、

七
月
十
二
日
の
長
野
県
弓
道
遠
的
選
手
権
大

会
は
、
全
日
本
弓
道
遠
的
選
手
権
大
会
の
長
野

県
予
選
の
み
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
は
男
女

五
段
以
上
の
希
望
者
で
竹
弓
使
用
が
条
件
と
な

り
ま
す
。

七
月
十
九
日
の
北
信
越
錬
成
大
会
は
中
止
と

し
、
代
わ
り
に
五
月
か
ら
延
期
を
し
て
い
た
全

日
本
弓
道
選
手
権
大
会（
近
的
）の
長
野
県
予
選

会
を
実
施
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
が
、
竹
弓
竹
矢
使
用
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る

い
、朝
か
ら
晩
ま
で
そ
の
話
題
ば
か
り
。弓

道
の
世
界
で
も
行
事
と
い
う
も
の
が
全
て

中
止
さ
れ
、い
ま
だ
に
道
場
も
使
え
な
い

状
態
と
な
っ
て
い
る
所
も
あ
る
そ
う
で
す
。

外
出
自
粛
で
家
に
居
る
時
間
が
長
く
な
る

と
、ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
い
る
時

間
も
長
く
な
り
ま
す
ね
。

　

そ
う
言
え
ば
、ま
だ
学
生
だ
っ
た
頃
、イ

ン
ベ
ー
ダ
ゲ
ー
ム
が
流
行
り
ま
し
た
。喫

茶
店
の
テ
ー
ブ
ル
で
夢
中
に
な
っ
た
も
の
で

す
。そ
の
後
は
家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
が
出
て
マ

リ
オ
や
テ
ト
リ
ス
、ド
ラ
ク
エ
な
ど
に
は
ま

り
ま
し
た
が
、今
で
は
ゲ
ー
セ
ン
に
行
く
こ

と
も
無
く
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
の
対
戦
型
ゲ
ー
ム
は
反
射
神
経
や

持
久
力
、時
に
は
高
度
な
戦
術
を
も
必
要

と
は
い
え
、「
ゲ
ー
ム
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
！
」に

違
和
感
が
あ
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
延
期
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の「
ｅ
ス

ポ
ー
ツ（electronic sports

）」を
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
に
と
盛
り
上
が
っ
た
の

も
記
憶
に
あ
り
ま
す
。事
実
世
界
大
会
も

年
何
回
か
開
催
さ
れ
、プ
ロ
の
ゲ
ー
マ
ー
も

誕
生
し
て
い
ま
す
。し
か
も
賞
金
は
億
単

位
に
も
な
る
そ
う
で
す
。競
技
人
口
は
世

界
で
１
億
３
千
万
人
以
上
、競
技
人
口
以

外
の
観
戦
、視
聴
者
は
実
に
３
億
８
千
万

人
に
及
ぶ
そ
う
で
す
。（
日
本
で
は
競
技
人

口
３
９
０
万
人
、観
戦
者
は
１
６
０
万
人
）

弓
道
の
比
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　

老
若
男
女
を
問
わ
ず
楽
し
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
や
福
祉
、医
療
の
分
野
で
も
期
待
を

さ
れ
て
い
る「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」、固
定
観
念
に

と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
い
る
と
時
代
の
大
き
な

波
に
乗
り
遅
れ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な

い
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

�

安
曇
支
部　

荒
川　
　

保

ひ
と
り
ご
と

訃
報
の
お
知
ら
せ
（
敬
称
略
）

長
野
県
弓
道
連
盟　

上
小
支
部

教
士
七
段　

宮
川　
　

登
（
86
歳
）

令
和
2
年
3
月
16
日
（
月
）

�

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

長
野
県
弓
道
連
盟　

松
本
支
部

錬
士
五
段　

柄
澤　

寛
文
（
91
歳
）

令
和
2
年
4
月
1
日
（
水
）

�

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

長
野
県
弓
道
連
盟　

飯
伊
支
部

四
段　
　
　

木
下　

茂
利
（
70
歳
）

令
和
2
年
4
月
23
日
（
木
）

�

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

�

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、 

お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

審
査
部

令
和
二
年
度
審
査
会
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
は
九
月
ま
で
の
審
査
会
中
止
を
決
定

し
て
お
り
ま
す
。

十
月
以
降
の
審
査
会
に
つ
き
ま
し
て
は
十
月

四
日
の
北
信
越
連
合
審
査
会
及
び
、
各
地
区
弐

段
以
下
審
査
会
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

開
催
に
際
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
講

じ
る
様
々
な
対
応
が
取
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
、

受
審
者
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
詳
細
は
各
開
催
主
管
支
部
か
ら
の
指
示

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

今
後
の
状
況
に
よ
り
、
審
査
会
開
催
に
つ
い

て
は
開
催
が
困
難
な
状
況
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
際
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
支
部
長
を
通

じ
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
方

の
受
審
を
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
部

長
野
県
総
合
体
育
大
会
弓
道
大
会
の
代
替
大
会
の
予
定

主
催
：
長
野
県
高
等
学
校
体
育
連
盟
、

　
　
　

長
野
県
教
育
委
員
会

期
日
：
７
月
23
日（
木
）

場
所
：
長
野
運
動
公
園
弓
道
場（
東
北
信
）

　
　
　

塩
尻
市
弓
道
場（
中
信
）

　
　
　

県
営
飯
田
弓
道
場（
南
信
）

備
考
：
個
人
戦　

四
つ
矢
２
回

　
　
　

高
校
三
年
生
限
定
に
て
実
施

�
広
報
部

外
出
自
粛
や
道
場
の
閉
鎖
に
よ
り
巣
ご
も
り

状
態
の
中
で
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て

い
た
で
し
ょ
う
か
？　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の

「
日
々
の
練
習
」や「
弓
道
の
為
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」を
実
践
し
て
い
た
方
、
ゴ
ム
弓
や
素
引
き
、

中
に
は
巻
き
藁
を
購
入
し
た
方
や
自
前
の
射
場

を
作
っ
て
し
ま
っ
た
強
者
も
い
る
よ
う
に
聞
い

て
お
り
ま
す
。

広
報
部
で
は
、
次
回
七
十
五
号
に「
こ
の
時

期
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
か
」の
原
稿
を
募

集
い
た
し
ま
す
。
掲
載
は
匿
名
で
も
結
構
で

す
が
、
原
稿
に
は
支
部
名
と
お
名
前
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
八
月
二
十
五
日
ま
で
お
近
く

の
広
報
部
員
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
弓
道
な

が
の
編
集
部
」で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

各
事
業
部
よ
り
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